
の
重
要
な
健
康
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は
、
が
ん

医
療
に
関
す
る
地
域
差
を
無
く
し
、
地

域
の
医
療
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、
質

の
高
い
が
ん
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療

体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
地
域
性
や
人

口
規
模
か
ら
全
国
を
３
７
０
に
分
け
た

２
次
医
療
圏
に
１
つ
程
度
の
「
地
域
が

ん
診
療
拠
点
病
院
」
を
指
定
し
、
が
ん

診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
方
針
を
出
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
各
都
道
府
県
に
医
療
機

関
の
推
薦
を
求
め
ら
れ
、
当
院
は
岐
阜

県
知
事
の
推
薦
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
平
成
17
年
１
月
17
日
付
け
で
が
ん

診
療
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
で
は
当
院
の
他
に
、
岐
阜
市
民

病
院
、
大
垣
市
民
病
院
、
木
沢
記
念
病

院
、
県
立
多
治
見
病
院
、
高
山
赤
十
字

病
院
の
５
病
院
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
院
で
は
、
か
ね
て
よ
り
５
つ
の
重

点
医
療
（
①
救
急
医
療
、
②
心
臓
・
脳

血
管
障
害
の
医
療
、③
こ
ど
も
の
医
療
、

④
が
ん
の
医
療
、
⑤
女
性
の
医
療
）
を

掲
げ
て
お
り
、
が
ん
の
医
療
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
認
め
ら

れ
て
今
回
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

当
院
の
が
ん
の
医
療
に
つ
い
て
は
再

発
例
も
含
め
て
年
間
約
１
５
０
０
例
の

入
院
患
者
が
あ
り
ま
す
。
初
発
例
に
対

す
る
診
断
、
治
療
は
勿
論
の
こ
と
、
再

発
が
ん
、
末
期
が
ん
に
対
す
る
医
療
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
院
内

に
は
緩
和
医
療
チ
ー
ム
、
外
来
化
学
療

法
室
、
が
ん
患
者
の
友
の
会
「
い

ち
ょ
う
の
会
」、
医
療
相
談
室
、

院
内
が
ん
登
録
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

現
在
、
が
ん
看
護
の
専
門
看
護

師
の
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
18
年
度
に
は
前
立
腺
が
ん

の
小
線
源
治
療
装
置
の
導
入
も

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お

当
院
で
は
、
が
ん
の
基
本
的
な

知
識
や
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
、
当
院
で
行
っ
て
い

る
が
ん
の
治
療
方
法
や
生
存
率

な
ど
も
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

が
ん
は
診
断
、
手
術
、
術
後

の
治
療
、
再
発
し
た
場
合
の
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
そ
の
経
過
も
長
く
全
過
程

を
一
施
設
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

地
域
の
医
療
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
こ

そ
が
患
者
様
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
指

定
を
機
に
、
当
院
も
よ
り
一
層
地
域
の

が
ん
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

岐阜県立岐阜病院
●平成17年4月1日発行

●平成17年度　春号

●ホームページアドレス
http://www.pref.gifu.jp/gifu-hospital

●発行責任者　清水　勝

●編集　県立岐阜病院広報委員会

けんびょういんこうほう

県民に信頼され、患者様の立場に立ったより良い医療を提供するために
1. Humanity（ヒューマニティ）に基づいた医療
2. EBM（Evidence Based Medicine・科学的根拠に基づいた医療）の実践
3.効率的な病院運営に努めます

1.差別されることなく、平等に良質な医療を受ける権利
2.十分な説明の下に自身の医療を決定する権利
3.個人のプライバシーを守られる権利

県立岐阜病院の理念

患者様の権利

県
立
岐
阜
病
院

「
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
」に
指
定
さ
れ
る
。
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わ
が
国
で
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

は
年
間
30
万
人
以
上
で
、
３
人
に
１
人

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
わ
が
国

t
Ｃ
Ｔ
検
査
の
様
子

県
立
岐
阜
病
院
副
院
長

三
澤
　
恵
一



県立岐阜病院広報誌 平成17年度春号 2

暖
房
に
つ
い
て

・
暖
房
が
効
き
す
ぎ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。（
平
成
16

年
12
月
）

・
暖
房
が
効
い
て
い
な
い
。

（
平
成
17
年
２
月
）

な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

外
来
で
は
朝
７
時
か
ら
暖

房
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
来
院
さ
れ
る
方
、
入
院

患
者
様
の
服
装
や
状
態
、
院

内
の
場
所
に
よ
っ
て
暖
房
の

感
じ
方
や
、
出
入
口
の
開
閉

に
よ
り
暖
房
温
度
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
に
な

ら
れ
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ス

タ
ッ
フ
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

ご
意
見

回
　
答

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
は
最
近
、

少
し
ず
つ
増
加
し
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
世
の
中
を
騒
が
せ
た
、

ス
ギ
花
粉
症
は
５
人
に
１
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
気
管
支
喘
息
と
同

じ
よ
う
な
反
応
が
鼻
の
粘
膜
で
起
き
て
お
り
、
基
本
的
な
治

療
方
針
は
同
じ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
に
対
し
て
の
治
療
や
、
予
防
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま

す
。ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療
方
法
は
　
①
医
師
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
②
抗
原
の
除
去
と
回
避
、
③
薬
物
療
法
、

④
特
異
的
免
疫
療
法
、
⑤
手
術
療
法
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
　
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
疾
患
の
説
明

と
治
療
法
に
つ
い
て
し
っ
か
り
時
間
を
か
け
て
話
を
聞
く
こ

と
で
す
。

②
　
抗
原
の
除
去
と
回
避
と
は
、
ス
ギ
花
粉
症
の
場
合
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
と
、
ま
ず
風
の
強
い
と
き
や
、
午
後
は
な

る
べ
く
外
出
を
控
え
る
こ
と
。
飛
散
の
多
い
と
き
に
は
窓
や

ド
ア
を
あ
け
な
い
こ
と
。
マ
ス
ク
や
め
が
ね
で
花
粉
の
侵
入

を
避
け
る
こ
と
。
表
面
が
け
ば
け
ば
し
た
コ
ー
ト
で
は
な
く
、

つ
る
つ
る
し
た
コ
ー
ト
を
着
て
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
玄
関

で
コ
ー
ト
を
脱
い
で
、
洗
顔
、
う
が
い
、
鼻
を
か
む
よ
う
に

し
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
花
粉
情
報
に

注
意
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

③
　
薬
物
療
法
と
は
、
２
０
０
２
年
に
発
表
さ
れ
た
鼻
ア
レ

ル
ギ
ー
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

花
粉
の
飛
散
開
始
日
早
々
か
ら
症
状
が
出
現
す
る
患
者
に
は

少
し
早
め
に
治
療
を
開
始
す
る
初
期
治
療
を
行
う
と
良
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
の
主
体
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
の
内

服
と
局
所
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
で
す
。
全
身
的
な
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の

投
与
（
内
服
な
ど
）
は
な
る
べ
く
短
期
間
の
使
用
に
と
ど
め
た

ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
�
春
眠
暁
を
お
ぼ
え
ず
�と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
春
は
眠
い
の
で
す
が
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
で
も

眠
く
な
る
人
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
薬
を
飲
む
と
す
ぐ
に
眠
く

な
る
よ
う
な
人
に
は
眠
気
の
少
な
い
薬
を
処
方
し
て
い
た
だ

く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
妊
娠
中
の
女
性
へ
の
使
用
は

慎
重
に
行
い
ま
す
。
局

所
の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤

や
局
所
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

は
比
較
的
安
全
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
専
門

医
や
担
当
の
産
婦
人
科

医
に
相
談
さ
れ
る
こ
と

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

む
し
タ
オ
ル
や
温
熱
療

法
な
ど
薬
剤
を
使
わ
な

い
安
全
な
方
法
も
あ
り

ま
す
。

④
　
特
異
的
免
疫
療
法

と
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
の

エ
キ
ス
を
低
濃
度
か
ら

皮
下
注
射
し
て
徐
々
に

濃
度
を
濃
く
し
て
い
く

方
法
で
す
。
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
の
減
感
作
療
法
で

は
40
〜
50
％
の
効
果
、

ス
ギ
花
粉
症
で
は
無
効

〜
55
％
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。

R
e

p
o

rt

診
療
科
紹
介
・

⑤
　
手
術
療
法
に
は
、
主
に
鼻
の
閉
塞
に
対
す
る
治
療
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。
下
鼻
甲
介
ト
リ
ク
ロ
ー
ル
酢
酸
塗
布
療
法
、
レ

ー
ザ
ー
照
射
療
法
、
下
鼻
甲
介
切
除
術
、
ビ
デ
ィ
ア
ン
神
経
切

断
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
鼻
閉
の
改
善
度
は
40
〜
90
％
と
幅
が

ひ
ろ
い
た
め
、
今
後
も
追
跡
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

耳鼻咽喉科部長

柳田正巳

監
修：

北
里
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
教
授
八
尾
和
雄
先
生

県立岐阜病院では、皆
様方のご意見、ご提案
を参考により良い病院
運営に努めて参ります。
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花粉症薬
剤
部

14

血管収縮作用のある薬剤や抗ヒスタミ

ン作用のある薬剤などの点眼液があり、

市販の目薬は、数種類の成分があらか

じめ混合されています。

点眼薬も点鼻薬と同様に眠気の副作

用はほとんどありません。

なお、点眼時は以下の点に気をつけ

てください。

・点眼薬の先端を目やまつげにつけな

いようにしましょう。

・点眼後は１分程度軽く目を閉じるよ

うにしましょう。

副作用として眠気を起こすことがあ

りますが、最近は眠気の少ない薬がで

ています。また１日１回で効果が持続

する薬、水なしで服用できる薬なども

あります。

（２）点鼻薬（鼻用噴霧器）
鼻粘膜に薬液を直接噴霧することで、

鼻水や鼻づまりの症状をより早くとめ

ることができます。血管収縮作用のあ

る薬剤や抗ヒスタミン作用のある薬剤

などが含まれていて、鼻粘膜の充血や

はれなどを抑えます。なお、血管収縮

薬は使いすぎると血管が薬剤に反応し

なくなり鼻閉がひどくなることがある

ため使いすぎには注意が必要です。ま

た、点鼻薬には、眠気の副作用はほと

んどありません。

（３）点眼薬
目に直接薬液を入れることで、目の

かゆみや充血などの症状を和らげます。

今年は、花粉症の症状の重症化やい

ままで未症状であった方が、新たに花

粉症を発症されることも危惧されてい

ます。今回は対症療法についてご紹介

します。

（症状：くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目
のかゆみなど）

（１）内服薬（飲み薬）
体内で起こっているアレルギー反応

（くしゃみ、鼻水、目のかゆみなど）を

抑えます。症状が改善してもすぐに薬

を中止せず、花粉の飛散時期は継続し

て使用しましょう。

感
染
管
理
認
定
看
護
師

私
は
、
平
成
14
年
に
「
感
染
管
理
認

定
看
護
師
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
、
医
療
安
全
部
に
所
属
し
、
感

染
対
策
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
「
院
内

感
染
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
院
内
感
染
と
は
、

病
院
内
で
発
生
し
た
感
染
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。「
感
染
」
と
い
う
目
に
見
え
な

い
も
の
を
予
防
し
て
い
く
為
に
は
、
患

者
様
を
守
り
職
員
に
も
働
き
か
け
て

「
感
染
」
の
危
険
を
察
知
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
感
染
防
止
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
共
に
院
内
を
巡
視
し
て
、

「
職
員
が
正
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
正
し

く
手
洗
い
が
で
き
て
い
る
か
」「
手
袋
・

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
等
が
正
し
く
使
用

で
き
て
い
る
か
」
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
啓
蒙
・
教
育
し
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
は
医
療
従
事
者
だ
け
で
実

践
す
る
の
で
は
な
く
、
患
者
様
に
充
分

説
明
し
、
理
解
と
協
力
を
得
て
、
患
者

様
・
面
会
者
・
医
療
従
事
者
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
今
後
患
者
様
や
御
家
族
の
方
な
ど

か
ら
の
感
染
予
防
に
つ
い
て
の
質
問
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、M

R
S
A

等
、
感
染

症
に
関
す
る
ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
も

相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
県
立
岐
阜
病
院
が
患
者

様
に
安
心
し
て
頂
け
る
病
院
で
あ
る
た

め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

看護部からのお知らせ

感染管理認定看護師の紹介感染管理認定看護師の紹介

花粉症の薬
（対症療法）について

花粉症とは、スギなどの
花粉が原因で起こるアレ
ルギー症状をいいます。

薬の選択の際は
医師や薬剤師にご相談下さい

医療安全部
菱田好惠
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【ここまでできるCT検査（３Ｄ-CT）】

地域に開かれた病院

づくりを目指している

県立岐阜病院では、患

者様等への一層のサー

ビス向上を図るため、

このたび岐阜県産間伐

材（加子母村ヒノキ間

伐材）を使用した「案

内看板」を正面玄関東

側に設置しました。この案内看板には、来院または入院され

ている患者様等のために、緑豊かで、学園地区でもあり、環

境に恵まれた病院周辺の自然や施設（八幡山、野一色公園など）

を絵地図で紹介しています。また、平成18年秋に竣工する「岐

阜県総合医療センター（仮称）」についても紹介し、地域医療

の中核病院を担っている当院の新しい姿を紹介しています。

なお、北正門両側には

同じく岐阜県産間伐材

を使用した花壇を設置

し、患者様等に四季

折々の花々を楽しんで

いただくこととしてお

ります。

CT検査は皆様よくご存知でしょうが、人体の輪切り像をコ

ンピュータ処理により作るものです。ここ数年、技術が格段

に進歩して撮影時間が短くなりました。

３D－CT画像とは単純な輪切りではなく、コンピュータに

よるボリューム・レンダリング処理によって、立体的でカラ

ーにした画像のことです。

下図は腹部の大動脈を撮影した画像です。（左右にあるのが

「腎臓」です。）

このように、血管内を造影剤が濃い状態でタイミングよく

撮影することにより、体中の血管を今までの血管造影を行う

ことなく診ることができるとともに、脳血管の動脈瘤の診断

に非常に優れた検査になります。

現在、当院では予約CT・救命センターCTどちらでも、ほぼ

同等の検査を行うことができます。今後は、ますます３D－

CT画像のニーズが増えてくることと思いますが、最良の画像

が提供できるよう努力してまいります。

編 集 後 記

春は桜の開花、入学、クラス替え、転勤転居など花や新しい人との出会

いの季節です。

今号で特集しました「花粉症」はマスクとの出会い、病院では院内感染予

防にマスク。風邪の人もマスク、マスクの人の笑顔がみられないのが残念で

すが、花粉症の時期を過ぎれば、またすてきな笑顔に出会えることでしょう。

今後の紙面づくりに皆様の声をお寄せください。お待ちしています。
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第14回

材料（２人分）

エネルギー：205Kcal 塩分：1.0g

おからの洋風煮物

①ベーコンは細く切り、玉ねぎはあらみじんに切る。
②アスパラは斜め５ミリ幅に切る。椎茸は石づきを
除き、軸のほうから４つに裂く。
③油で①を１分炒め、②を加えてさらに１分ほど炒
め、おからを加えて炒め合わせ、ａを加えて全体
を混ぜて煮る。しっとりとなったらｂを加えてざ
っと混ぜ、火を消す。

今回はカルシウムの豊富なおからを使った料理を紹介します。定番の五目煮
を洋風にアレンジしたものです。

作り方

生おから 100g
ベーコンの薄切り ２枚（30g）
玉ねぎ １/４個（50g）
グリーンアスパラガス ２本（60g）
生椎茸 小２～３枚（40g）

サラダ油 大さじ１
ａ：湯 １/２カップ
鶏ガラ顆粒だし 少量
しょうゆ 小さじ１

ｂ：粉チーズ　小さじ２　こしょう　少量

「案内看板」と「花壇」の
設置について

案内看板 平成17年２月14日設置

正常例できれいな血管 血管が蛇行して分岐部に動脈瘤がある症例

【中央放射線部】

花壇 平成17年２月28日設置

～１ページに「CT検査の様子」を掲載しています。～


